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ヒアリングについて 

上  幸 雄（うえこうお）氏の略歴 

                 

氏    名    上  幸 雄（うえこうお） 

生年月日    １９４５年１０月２５日（奈良県生れ､東京育ち） 

 

大学時代は探検部に所属し、知床、南会津など道のない山の登山やナイル河

全流川下りに仲間と挑戦。卒業後、商社に入り、アラスカ、ミシガンで漁業に

従事し、アメリカ五大湖の環境汚染を知る。帰国後、環境問題の編集等を経て、

１９８４年から地域交流センター事務局長。各地のまちづくりやごみの分別・

資源化、河川環境、大気汚染など環境問題に取り組む。 

１９８５年に日本トイレ研究所の前身である日本トイレ協会を仲間と設立し、

トイレの改善に関わるシンポジウムや調査に関わり、０２年から理事長に就任。 

０３年にはＮＰＯ法人山のＥＣＨＯを設立し、代表理事に就任。山・自然環

境の調査や保全活動に関わる。０９年１０月にＮＰＯ法人日本トイレ研究所を

発足させ代表理事に就任。 

主著に「ウンチとオシッコはどこへ行く」（不空社）、「災害時の水利用」

（（社）空気調和・衛生工学会、共著）、「生涯学習としての環境教育」（国土社、

共著）、「どうする山のトイレ・ゴミ」（大月書店、共著）ほか。（財）国立公園

協会評議員、日本山岳会会員。技術士（環境部門） 



山岳トイレはなぜ整備するのか、その費用負担は誰がするのか 

上 幸雄（NPO 法人山の ECHO 代表理事） 

 

１．自己紹介 ―山のトイレ問題に至る経緯― 

（１）70、80 年代に「公害と対策」誌で環境問題に関わる 

⇒SOX、NOX、自動車公害、赤潮対策、閉鎖性水域の浄化対策、新幹線騒音など 

 

（２）80 年代に地域交流センターで「ごみ問題」に関わる 

 ⇒ごみの分別・資源化、自治体とごみ減量化、水銀乾電池の廃棄問題など、 

 ⇒散乱ごみ問題、トイレ問題から「道の駅」を提案、各地で社会実験を実施する 

 

（３）「ごみ問題」から「トイレ問題」へ 

 ⇒1985 年、現在の「NPO 法人日本トイレ研究所」の前身の「日本トイレ協会」を設立、 

  公衆トイレの改善運動を始める。「全国トイレシンポジウム」、「グッドトイレ 10」など 

⇒10 年経って公衆トイレ改善のメドがたつ。未解決の分野は、「学校トイレ」、「災害時の

トイレ」、そして「山のトイレ問題」（1996 年から本格的に活動する） 

 

２．山のトイレ問題に取り組む 

（１）「とやま国際トイレシンポジウム 96」、「第 1回全国山岳トイレシンポジウム」（98年） 

  ⇒本格的に山岳トイレ問題を取り上げる。 

（２）その後、「山岳トイレシンポジウム」を、東京（2000 年）、松本市（01 年）、富山県

（02 年）、富士宮市（03 年）で開催。「山と自然のシンポジウム」（０２年、環境省主催

で事務局を担当する）で山のトイレ問題の解決砂糖を提案する。 

 

（３）“山のトイレさわやか運動”を 98年 5月スタート、 

⇒「山小屋トイレアンケート調査」を実施。 

周辺で処分（51％）、トイレ整備は誰がする（国・県 46％、市町村 21％、山小屋 20％） 

現在の処理方法（改善したい 44％、問題あるが仕方ない 18％） 

⇒山小屋や、山岳団体、自治体、企業がネットワークを組んで山のトイレ改善に動く 

⇒トイレのチップ箱を配布、ペーパー・し尿の分別、ポケットティッシュ対策、山小屋

へのアンケート調査→山小屋自身が問題ありと自覚 

 

（４）「富士山トイレ調査」で“初めて山での携帯トイレ社会実験を実施”（１９９８年） 

 

（５）飲用水源水質調査→山岳団体、自然保護、山小屋、自治体、学校が協力 



３．山のトイレ問題の所在と対応策 

  ＊図 1 は末尾に添付する 

４．山岳トイレ整備はなぜ必要なのか 

（１）山岳地を利用する人がいる 

①生活の場とする人・・・農林業者、観光業など 

②自然愛好家・・・登山者、釣り人、キャンパー、アウトドアスポーツ 

③環境教育関係者・・・自然観察、芸術活動（カメラ、写生）、自然保育等 

（２）利用に対して自然環境（植生、土壌、水環境など）を守らなくてはならない 

①森林景観や富栄養化対策（特に高山植物地帯や湿原など） 

②水質汚染対策（飲用水源、下流域対策） 

③野生動物対策（ヒト由来の感染など） 

④利用の制限、立入り禁止（地域指定、有料化、予約制など） 

（３）整備やメンテナンスのコストは誰が負担すべきか 

①自然公園法での位置づけ・・・「自然公園法」では自然環境を保護し、利用を図る（法第

１条（目的））ために、施設（登山道、宿舎、公衆便所

など）整備を実施 

②施設整備の現状・・・「山小屋」は宿舎事業として、国・自治体の許可を受け、民間（一

部、自治体）が実施 

③山小屋の機能は・・・公共的役割：宿泊、休憩、安全、救難、自然保護、施設整備（登

山道、道標）、公衆トイレの提供 

④整備・メンテナンスのコスト負担・・・国、地方公共団体、および受益者負担（宿泊費、

飲食代、チップ制トイレなど） 

⑤ただし、受益者負担の原則から、利用者も負担すべき・・・公共施設の利用料や高速道

の利用料と同じように 

 

５．山小屋トイレの公衆トイレでの代替機能とコスト 

（１）公衆トイレ整備コスト・・・２千万～１億円（富士山六合目下山口トイレ） 

（２）公衆トイレ維持管理コスト・・・清掃、ペーパー補給、装置運転、故障対策 

⇒ 「し尿処理方式別の平均コスト」（別添資料） 

 

（３）公衆トイレ有料制・チップ制・・・徴収コスト、現金管理コスト 

 ⇒ [富士山での事例] Ｕ荘(200 円），Ｅ荘(108 円)、Ｇ荘(103 円)、Ｙ荘(114 円) 

 

（４）輸送、運転などの維持管理コスト・・・燃料（自家発電、燃焼式）、廃棄物（し尿、汚泥等） 

 ⇒ Ｉ館（協力金 180 万、維持管理費 109 万）、Ｍ荘(協力金 61 万、維持管理費５５万)、 

   Ｈ荘(協力金 82 万、維持管理費 103 万），Ｔ館(協力金 205 万、245 万) 



６．今後の対応策 －まとめに代えて－ 

 

〈Ａ〉当面の対応策 

（１）整備が必要な山小屋（避難小屋含む）トイレの現状を把握する 

 

（２）自然公園での公衆トイレ整備に当っては「環境技術実証事業」の実証データの提供

および、経年実証試験の実施を義務づける 

 

（３）民営・公営の山小屋トイレ・し尿処理施設の整備・改善に対する、国からの支援

措置（補助、情報提供など）を図る 

 

（４）山岳環境保全のための利用と施設整備のあり方に関する計画を策定する 

 

（５）山小屋トイレ利用にあたっての有料・チップ制の確立・システム化を図る 

 

〈Ｂ〉将来的課題 

 

（１）山での「公衆トイレ整備」を図るとともに、一定の山小屋トイレを「準公衆トイレ」

と位置づけ、行政が整備し、民間（一部、自治体）が管理する体制をつくる 

 

（２）自然公園利用者の利用料負担の制度化を図る 

 

（３）自然環境に適用できるトイレ・し尿処理技術開発に関する国からの支援制度を創設

する 

 

（４）山岳自然環境保全のための総合基本政策（利用・施設整備・利用者負担制度等）

を策定する 
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図１ 山のトイレ問題の所在と対応策  

○ 

○ 

※正式には、〔環境技術実証事業〕「自然」地域トイレし尿処理技術分野 



 

 

 

 

 

「山はみんなの宝！ 全国集会」 

―自然を守り、親しむために施設(トイレ)の整備は必要だー 
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日 時：2010 年 7 月 22 日（木） 18：00～20：00 

 

会 場：Ｔ Ｋ Ｐ 虎 ノ 門 ビ ジ ネ ス セ ン タ ー 



【プログラム】 

（司会） 本木総子（日本山岳協会副会長） 

 

18：00 〔開催にあたって〕 ー経緯と開催趣旨－ 

     上 幸雄（「山はみんなの宝！全国集会」事務局代表、ＮＰＯ法人山のＥＣＨＯ代表理事）  

 

18：10 〔激励あいさつ〕 

     奥島孝康（公益財団法人ボーイスカウト連盟理事長、前・早稲田大学総長） 

 

18：20 〔問題提起〕 

（進 行）神谷 有二（山と渓谷誌編集長） 

（出席者）田中 文男（日本山岳協会会長）、穂苅 康治（槍ヶ岳山荘） 

菅谷 行博（長野県自然保護課長） 

 

18：50 〔各立場からの発言〕 

    （進 行）上 幸雄 

      〔第１部〕設置・管理する立場から  

      

     [自治体] 車司（富山県自然保護課長）、白鳥孝（伊那市長） 

太田紘煕（白馬村長） 

[山小屋]山口孝(北アルプス山小屋友交会会長、涸沢ヒュッテ代表) 

五十嶋博文(太郎平小屋代表)島 

〔第２部〕利用・研究する立場から 

[山岳会] 岩崎元郎（無名山塾代表）、斉藤義孝（日本勤労者山岳連盟理事長）、

松隈豊（山岳団体自然環境連絡会、日本山岳協会自然保護副委員長） 

[旅行社] 黒川惠（アルパインツアーサービス社長） 

[研究者] 伊藤太一（筑波大学大学院助教授）、小澤紀美子（東海大学教授） 

                    ※その他、各分野・立場の方々からご発言いただきます。 

 

19：50 〔宣言（声明文）〕 

     （宣 言）椎名 宏子（東京都山岳連盟自然保護委員） 

 

20：00  閉会 

 

20：10～《交流懇親会》（自由参加、参加費実費） 

 

 

■報告・討議内容 

（１）山岳自然環境の保護と適正利用のあり方 

（２）山（自然公園など）でのトイレ・し尿処理など施設整備のあるべき方向 

（３）山のトイレでの山小屋と公衆トイレの役割分担、利用者負担のあり方 

 

 



■主催：呼びかけ人 

愛甲 哲也（北海道大学大学院農学研究院准教授） 

市毛 良枝（女優） 

伊藤 太一（筑波大学大学院生命環境科学研究科准教授） 

岩崎 元郎（無名山塾主宰、日本登山インストラクターズ協会理事長） 

浦野 岳孝（八ヶ岳・硫黄岳山荘代表） 

上  幸雄（NPO 法人山の ECHO 代表理事） 

浦添 嘉徳（日本勤労者山岳連盟自然保護委員長） 

太田 紘煕（白馬村長） 

奥島 孝康（公益財団ボーイスカウト日本連盟理事長、ＮＰＯ法人自然体験活動協議会会長） 

尾上  昇（（社）日本山岳会会長） 

加藤 峰夫（横浜国立大学大学院社会科学研究科教授） 

神谷 有二（山と渓谷誌編集長） 

黒川  惠（(株)アルパインツアーサービス代表取締役社長） 

小泉 武栄（東京学芸大学教授） 

小澤紀美子（東海大学教授、こども環境学会会長） 

小室 直義（富士宮市長） 

斉藤 義孝（日本勤労者山岳連盟理事長） 

佐々木 泉（北アルプス山小屋協会会長、阿曽原小屋代表、黒部観光旅館組合長） 

鮫島 員義（(株)新ハイキング社社長） 

椎名 宏子（東京都山岳連盟自然保護委員、ＮＰＯ法人尾瀬自然保護ネットワーク理事） 

菅谷  昭（松本市長） 

白籏 史朗（山岳写真家、NPO 法人日本高山植物保護協会会長、(社)日本アルパインガイド協会会長） 

白鳥  孝（伊那市長） 

辰野  勇（(株)モンベル代表取締役会長） 

田中 文男（日本山岳協会会長） 

田部井淳子（登山家、NPO 法人日本トレッキング協会会長） 

土野  守（高山市長） 

内藤 順三（日本山岳協会副会長兼専務理事） 

枚田 邦宏（鹿児島大学農学部森林政策学研究室准教授） 

穂苅 康治（北アルプス・槍が岳山荘代表） 

松隈  豊（日本山岳協会自然保護副委員長） 

宮口 侗廸（早稲田大学教育・総合科学学術院長） 

本木 總子（NPO 法人 HAT‐J 理事、日本山岳協会副会長） 

宮崎 善旦（社）富士宮市観光協会会長、前・表富士富士宮登山組合長） 

森  武昭（神奈川工科大学副学長） 

森  雅志（富山市長） 

森田  洋（デナリパブリッシング(株) 代表取締役） 

山川 陽一（日本山岳会理事、日本山岳会自然保護委員） 

山田 恒男（(有)日本アルプス常念小屋代表） 

米川 正利（黒百合ヒュッテ代表） 

 （2010 年７月 13 日現在） 
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